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1. 総則 

1.1 件名 

Wi-Fi 環境構築工事（既存ネットワーク拡張及び無線 LAN 整備一式） 

1.2 目的 

本仕様書は、社会福祉法人愛誠会（以下「発注者」という。）が運営する対象施設において、既存の

ネットワーク環境を拡張し、利用者の安全・安心な生活を支える「見守りシステム」及び「ナースコ

ールシステム」を安定的に稼働させるための無線 LAN（Wi-Fi）環境を構築する工事について、入札

に必要な要求仕様を定めるものである。 

1.3 発注者 

社会福祉法人愛誠会（以下「発注者」という。） 

1.4 履行場所 

施設名：特別養護老人ホーム みさとガーデン 

住所：埼玉県三郷市小谷堀 475－1 

電話番号：048‐960‐0351 

1.5 履行期間 

契約締結日の翌日から令和 8 年 11 月 30 日まで 

1.6 適用範囲 

本仕様書は入札参加希望者（以下「受注者」という。）が提案・見積を行う上で満たすべき最低限の

要求水準を示すものであり、これを上回る提案を妨げるものではない。 

2. 業務範囲 

受注者は、以下の業務を一式で実施すること。 

・ ネットワーク設計（セグメント設計、IP アドレス設計、VLAN 設計を含む） 

・ 無線 LAN アクセスポイントの選定及び設定・設置工事 

・ 必要箇所への LAN 配線工事（新設・改修） 

・ ネットワーク機器（スイッチ、ルーター、コントローラー等）の選定及び設定・設置工事 

・ 動作確認及び既存システム・見守りシステム・ナースコール等との接続確認 
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・ 職員向け操作説明（必要に応じて） 

3. ネットワーク構成要件 

3.1 基本方針 

本工事は既存ネットワークの拡張として位置づけ、新たに次の 2 つのセグメントを構築すること。 

・ 見守りシステム用セグメント 

・ ナースコール用セグメント 

新設する上記 2 セグメントは相互に通信可能な構成とすること。また、既存ネットワークの拡張であ

ることを踏まえ、新設セグメントと既存ネットワークとの間でも必要な通信を行えるよう構成するこ

と。 

3.2 セグメント間・既存ネットワークとの通信要件 

見守りシステムとナースコールシステムが連携動作（例：見守りセンサーの異常検知をナースコール

へ連動させる等）することを想定し、両セグメント間で必要な通信が行えるよう、ルーターまたは L3

スイッチ等によるルーティング設計を行うこと。 

併せて、新設セグメントと既存ネットワーク（法人内業務ネットワーク等）との間についても、運用

上必要な通信（監視・管理通信、既存システムとの連携等）が行えるよう設計すること。ただし、不

要な通信は制御し、各ネットワークの安定稼働・セキュリティを損なわない設計とすること。 

3.3 既存ネットワークとの関係 

・ 既存ネットワーク機器（コアスイッチ、ルーター等）へ接続する場合は、既存の運用に支障が出

ないよう事前に発注者と協議すること 

・ 既存ネットワークとの通信を確保しつつ、必要なセキュリティ境界（アクセス制御等）を設ける

こと 

・ 将来の拡張性（セグメント追加、AP 増設等）を考慮した設計とすること 

4. 無線 LAN アクセスポイント（AP）設置要件 

4.1 設置場所 

各アクセスポイント（AP）は、天井設置（天井埋込型または天井直付型）とすること。 

4.2 使用周波数帯・認証方式 

使用周波数帯及び無線 LAN の認証方式は、導入する見守りシステム・ナースコールシステムのメーカ
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ーと協議の上、両システムが安定して動作するよう適切に設定すること。 

 

4.3 電波強度基準 

居室、廊下、共用部等、見守りシステム及びナースコールシステムの利用が想定される全エリアにお

いて、受信電波強度が 2.4Ghz -65dBm 以上を確保できるよう設計すること。 

4.4 電波測定・設計手法 

設計段階において、必要台数・設置位置をサイトサーベイ等により算出すること 

4.5 設置台数 

上記基準を満たすために必要な AP 設置台数は、受注者が現地調査・電波設計に基づき算出すること。 

4.6 混信・干渉対策 

近接する AP 間の電波干渉を避けるため、チャンネル設計（チャンネル重複の回避等）を行うこと。周

辺の既存無線機器（Wi-Fi、Bluetooth 機器等）との干渉についても考慮すること。 

5. LAN 配線工事 

AP 設置及びネットワーク機器設置に伴い、必要に応じて LAN 配線工事を実施すること。 

5.1 既存配線の確認 

既存の LAN 配線の状況（配線ルート、空き配管、既存端子盤等）を確認の上、可能な限り既存設備を

活用し、不足する箇所について新規配線を敷設すること。 

5.2 配線方式 

天井裏配線を基本とし、天井裏配線が困難な箇所についてはモール工事等、施設の構造・意匠性に応

じた適切な方式を採用すること。 

5.3 配線経路・施工 

・ 配線経路は意匠性・安全性・将来のメンテナンス性に配慮すること 

・ 消防法・建築基準法等、関連法令を遵守すること 

5.4 使用材料 

LAN ケーブルはカテゴリ 5e（CAT5e）以上を標準とする。使用材料の詳細については設計段階で発注

者と協議の上決定する。 
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6. 使用機器 

・ AP、スイッチ、ルーター等の主要機器は、メーカー名・型番・数量を見積書に明記すること 

・ 提案機器は保守・サポート体制（国内サポート窓口、部品供給年数等）が整っているものを選定

すること 

・ 既存機器を継続利用する場合は、新設機器との互換性・相互接続性を事前に確認すること 

・ 見守りシステム・ナースコールシステムのメーカーが推奨・動作確認済みの機器を優先的に選定

すること 

7. 施工条件 

・ 対象施設は利用者が日常生活を営む稼働中の施設であるため、工事は発注者と十分に協議の上、

利用者の生活に支障のない時間帯・方法で実施すること 

・ 騒音・振動・粉塵の発生を伴う作業は、事前に発注者へ日程・内容を報告し、承認を得た上で実

施すること 

・ 養生を行うなど、利用者・職員の安全確保に努めた上、工事を実施すること 

・ 工事に伴い既存の通信（インターネット、ナースコール、見守りシステム等）を一時的に停止す

る場合は、事前に発注者と日程を調整すること 

・ 作業員は施設の防犯・感染対策ルールを遵守すること 

8. 入札参加資格 

・ 過去 3 年以内に、無線 LAN 構築工事またはこれに類する工事の施工実績を有すること 

 

9. その他 

・ 本仕様書に記載のない事項については、発注者・受注者間で協議の上決定するものとする 

 

以上 


